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新春賀詞交換会

～ 年 頭 所 感 ～

第 54 代理事長

二方　道正

　新年明けましておめでとうございます。2014年の新春を迎え、謹んで新年のお慶びを申し

上げます。平素より、一般社団法人豊岡青年会議所の活動に対しまして、格別なるご協力・

ご支援を賜り心より厚く御礼申し上げます。

　さて、我 の々暮らす豊岡には、コウノトリが舞う大空と、海と山と川に囲まれた豊かな大自然

が悠然と佇んでいます。また、長い歴史に培われた文化や自然と調和した情緒ある街並みが

あり、その一つひとつが世界へ誇ることのできる魅力であり宝であります。近年は高速道路等

の交通網やＩＴインフラも整備されつつあり、より便利なまちへと少しずつ形を整えつつあり

ます。しかし、反面で個の自由や豊かさが物質や金銭でのみ表されるような価値観が蔓延し、

過疎化や少子高齢化は企業自体の存続問題をはじめ、まちの将来にどこか閉塞感漂う不安

な影を落としています。社会生活面においても、地域コミュニティの希薄化が進み、人の繋が

りさえも崩壊へと向かっているように危機感を覚えます。真に素晴らしいまちは、多くの素晴

らしいひとによって創られています。我 は々、その砦となって、日本人の美徳を重んじつつ、

次代を切り開く先駆者とならなければと強く感じております。

　昨年は、ご承知の通り伊勢神宮と出雲大社の両宮がご遷宮を迎え、正に天地一体の大きなパワーが頂けた年となり、多くの国

民が日本再生を願いながら日本の心のふるさとを求めて空前の参拝ブームともなりました。

　今、日本は美しい国への蘇りを迎えております。今こそ、我々青年会議所会員を含めた若い世代が、今後二十年から四十年は

それぞれの地域、そして日本を担っていく責任世代であるということを自覚しなくてはいけません。誰かがやってくれるという他力

本願ではなく、責任世代を生きる使命者として、また道義正しき勇者としての活動が今まさに求められているように感じます。そ

の為にも、1961年から脈 と々続く、一般社団法人豊岡青年会議所の原点である世の為、人の為に自分の「我」を捨て、見返りや称

賛を求めない善行為を行うことで徳器を成就し、日本人の美徳を継承し次世代へと繋げていく人財として邁進して参りたいと存

じます。皆様の変わらぬご協力を心からお願い申し上げる次第でございます。

　結びになりますが、皆々様の弥栄とご健勝・ご多幸を心からご祈念申し上げ、新年のご挨拶とさせて頂きます。一年間宜しくお

願い申し上げます。

小田井懸神社にて 二方理事長の挨拶

2014 年度理事長スローガン2014 年度理事長スローガン
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　昨年度は直前理事長、また兵庫ブロッ

ク協議会会長としてメンバーそしてＯ

Ｂ諸兄にはたいへんお世話になりあり

がとうございました。ブロック協議会の

みならず様々な場面で経験し学ばせて

頂いたことを本年度はＬＯＭの顧問と

してしっかりとＬＯＭの活動に活かし

ていきたいと考えています。また最終年

度として会員拡大にも全力で取り組み

これからのＬＯＭの発展に繋げて参る

所存です。1年間どうぞよろしくお願い

申し上げます。

顧　　問

西村 総一郎

　この度、恐れ多くも、副理事長という

大任を拝するに際し、私が新会員時代に

委員長から賜った言葉が脳裏に蘇りま

す。 “ＪＣとは義理である”端的だが、こ

の組織の真髄を物語るものです。そして

この言葉を具体化したものが本年度理

事長スローガンであると感じます。 自

分がＬＯＭの要諦の一端を担う本年度

は義理を重んじ、仲間を信じ、本気で激

論し任務を遂行していきたいと思いま

す。

副理事長

井藤　伸二

　あけましておめでとうございます。こ

の度、副理事長という大役を仰せつか

り、改めて身の引き締まる思いです。総

務委員会と美徳教育継承委員会を担当

いたします。「あたりまえの事があたり

まえにできる」簡単そうで難しいこと

を、我々がその姿を見せていかなければ

なりません。そして、より魅力ある青年

の集まる団体となり、危機が目の前に迫

る会員拡大に結び付ける一年にしたい

です。どうぞ一年間よろしくお願いいた

します。

副理事長

田中　利明

　副理事長を拝命し、本年は「理事長に

添う」と「俯瞰的に詰める」の二つに挑戦

を致します。はじめから達成可能な目標

に取り組むことは、ＪＣの中では罪では

ないかと思っています。全てに犠牲を伴

うこの団体で、ふんばり、豊岡のまちを

明るくする、そして終生の友を得る。志

発露の根幹を、情熱の永久機関にできる

経験ができれば、それこそが全てにとっ

て最高と成りえる唯一の機会なのでは

ないでしょうか。2014年度も引き続き、

宜しくご指導、ご協力をお願い致しま

す。

副理事長

坂本　　裕

　ＬＯＭ理念創出担当理事として、ＬＯ

Ｍの中長期的な指針の策定と会員拡大

を担当させて頂きます。特に会員拡大に

ついては会員数が40名を下回る危機的

状況の中、何としてでも本年度、新たな

戦略を打ち立てメンバーが一丸となり

死にもの狂いで成功させなければなり

ません。微力ではありますが私の職務を

通じてＬＯＭ進化に繋げられるよう、精

一杯努力精進して参りますので、皆様方

のご指導ご鞭撻の程、宜しくお願い申し

上げます。

ＬＯＭ理念創出
特別委員長

福井　喜宏

　本年度二方理事長のもと専務理事と

いう大役を仰せつかり、その責任の重さ

に大変身の引き締まる思いと共に日に

日にその責務の重大さを感じておりま

す。我々がこの地域社会に存在しつづ

け、必要とされる為にも、責務をしっか

りと認識し、自らに厳しく、そして仲間

を信じ一年間頑張っていく所存でござ

います。皆様のご指導ご鞭撻を何卒宜し

くお願い申し上げます。
専務理事

小西　晴久

　入会以来13年目を迎え、本年度は監事

という大役を仰せつかり、その役職の意

味をしっかりと理解し、責任を果たして

いく所存です。私自身が12年間のＪＣ生

活で学ばせて頂いた経験を基に、歴史あ

る一般社団法人豊岡青年会議所の気風、

伝統が希薄化しないよう見守りながら、

時代の変化に合わせた活動が行えるよ

う監事の役割を全うしてまいります。本

年度もよろしくお願い致します。
監　　事

峰高　秀和

　あけましておめでとうございます。旧

年は豊岡ＪＣのすべての活動に対し、多

大なるご支援並びにご協力賜りました

ことをこの場をお借り致しまして厚く

御礼を申し上げます。本年度は卒業生で

はありますが、直前理事長という立場で

一年間現役メンバーの皆様の活動に参

加させて頂きます。前年度の理事長職で

の経験を活かし、ＬＯＭの運営や事業の

推進が円滑になされるように助言させ

て頂きたく思います。本年もどうぞ宜し

くお願い致します。

直前理事長

佐藤　壮一
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　新年あけましておめでとうございま

す。本年度、二方理事長の下に総務委員

長という大変重要な役職を仰せつかり、

身の引き締まる思いです。まだまだ分か

らないことばかりですが、現役メンバー

並びに先輩諸兄の皆様に教えを乞いな

がら、ＬＯＭの要として青年会議所活動

の下支えが出来ればと考えます。この一

年しっかりと職責を全うできれるよう

頑張りたいと思いますので、ご指導・ご

鞭撻のほどよろしくお願いいたします。

総務委員長

大将　伸介

　本年度、財務担当理事を拝命致しまし

た、髙岡正博と申します。入会7年目にし

て初理事ということで大変身の引き締

まる思いです。会計に関して不慣れな部

分はございますが、ＬＯＭの財務管理を

担う大変重要な役割でありますので、円

滑な会計処理を確実に遂行できるよう

に全力で活動していく所存です。皆様の

ご指導ご鞭撻のほど何卒よろしくお願

い申し上げます。
財務担当理事

髙岡　正博

　国際関係委員長を仰せつかりました

小林千晶です。初理事としての緊張感、

そして責任の重さを感じ、身が引き締ま

る思いでございます。本年度国際関係委

員会は、48年目を迎える全州青年会議所

との姉妹校流を継承し、真心をこめた交

流を行い、さらに友情を深められるよう

委員会メンバー一丸となり活動をして

参ります。微力ではございますが、精一

杯頑張りますので皆様のご指導、ご鞭撻

を心よりお願い申し上げます。

国際関係委員長

小林　千晶

　広報委員長として、役割を確りと理解

し活動する事が成長に繋がるものと信

じ1年間挑んで参る所存です。広報委員

会は先輩諸兄から受け継いだ歴史に新

たな１ページを積み重ねていく瞬間を、

しっかりと記録し伝え残すべく、伝統あ

る広報誌「絆」の発行、ホームページの運

営と、多くの方々にメンバーの躍動する

姿をお伝え致します。また、広報誌「絆」

600号記念誌の発行をさせて頂きます。1

年間何卒よろしくお願い致します。

広報委員長

中島　丈裕

　あけましておめでとうございます。7

年目にして会員交流委員会委員長とい

う大役を仰せつかりました。本年度会員

交流委員会は心が共鳴する交流を目指

し、メンバーＯＢ諸兄との交流と親睦を

深めて行きたいと考えております。委員

会メンバー5名と少人数ですが、素晴ら

しいメンバーが揃っています。このメン

バーと共に一年間走りぬけたいと思い

ます。
会員交流委員長

尾嶋　伸介

　2014年度指導力開発委員会委員長を

仰せつかりました荒木健と申します。本

年度、大切な3名の新会員をお預かりす

る立場であることに責任を感じながら、

これからを担っていく新会員が早く一

般社団法人豊岡青年会議所を理解し活

動していけるよう、私自身がこれまでに

得たことを基に、精一杯頑張る所存でご

ざいます。本年度も、どうぞよろしくお

願い申し上げます。
指導力開発
委員長

荒木　　健

　本年度、美徳教育継承委員長を仰せつ

かり、身が引き締まる思いで一杯です。

一人ひとりが世の為人の為に尽くす。あ

たり前のことがあたり前にする。そんな

生き方を一人でも多くの人と共有して

いきたいと考えています。つい損得を考

えてしまう自分の行動を、尊徳を積んで

いく行動に変え、委員会メンバーと力を

合わせて全力で事業に取り組んでいき

ますので、皆様のご指導、ご鞭撻の程、

よろしくお願い致します。

美徳教育継承
委員長

山崎　憲一

2014年度　新理事・役員の紹介と抱負
　本年度、任期2年目の監事を拝命し、そ

の重責に身の引き締まる思いです。監事

としての職務を全うすることは当然な

がら、与えて頂いたその機会を活かし、

また新たなステージで自己修練を繰り

返しながら、そこで得られた成果を自身

の成長へと繋げ、更なる資質向上を図り

たいと考えております。微力ながら精一

杯努めさせて頂きますので、皆様のご指

導ご鞭撻を宜しくお願い申し上げます。
監　　事

熊田　宏章
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専　務　理　事

副委員長

委　　員

小　林　千　晶尾　嶋　伸　介

髙　岡　正　博

副　理　事　長
例　会　担　当
井　藤　伸　二

副  理  事  長
理 事 会 担 当
坂　本　　　裕

〃
岡　本　重　義

細　川　太　郎

浜　田　裕一郎

手　塚　将　之

久保田　一　三

国際関係委員会

委 員 長

〃

副委員長

財務担当

委 員 長

副委員長

〃
※　三　輪　直　亮

委 員 長

理事長セク

福　井　喜　宏 大　将　伸　介 中　島　丈　裕委 員 長 山　崎　憲　一 委 員 長 委 員 長

※は各委員会からの出向

広報委員会

※　大　石　聡　正

※　杤　谷　達　彦 坂　本　高　洋

委　  員

〃 ※　若　宮　顕　仁

三　輪　直　亮

会員交流委員会

副委員長 本　城　　　勉

秦　　　　　斎 委　　員 吉　尾　甲　介 委　　員

〃 大　石　聡　正 〃
〃

熊　田　宏　章

水　口　達　雄

池　垣　睦　生

ＬＯＭ理念創出

美徳教育継承委員会総務委員会

〃

副委員長 杤　谷　達　彦

委　　員

副委員長

峰　高　秀　和

〃 田　岡　聖　司

ＬＯＭ理念創出特別委員会

委　　員 ※　鼻　登　徳　仁

〃

福　井　喜　宏
担　当　理　事

池　内　資　倫

総　　　　　会

理　事　会

二　方　道　正
理　事　長

直　前　理　事　長 顧　　　　　問
西　村　総一郎

監　　事

〃

荒　木　　　健

鼻　登　徳　仁

小　林　博　文

三　谷　順　也

田　中　　　望

※　久保田　一　三

〃

小　西　晴　久

副　理　事　長
理 事 会 担 当
田　中　利　明

佐　藤　壮　一

〃

若　宮　顕　仁

和　田　章太郎

指導力開発委員会

委　　員

〃 小　中　弘　幸

委 員 長

副委員長

　2014年度日本ＪＣ出向の機会をいた

だきました。初めての経験となります

が、全国から集まってくるメンバーとの

出会いや、委員会活動を通じて、自分自

身の成長に活かしていきたいと考えて

おります。委員会活動内容としては、各

地会員会議所からの依頼を受けてセミ

ナーを開催致します。ＬＯＭでの経験を

活かして一年間頑張りたいと思います。

ご指導ご鞭撻を宜しくお願い申し上げ

ます。

日本ＪＣ
ＪＣプログラム

実践委員

水口　達雄

　近畿地区協議会グローバル経済推進

委員会副委員長として出向することに

期待と不安を感じているところであり

ます。7年間ＬＯＭで経験したことを活

かして、西宮ＪＣの松本委員長と密に連

携をとり、メインとなりますＧＴＳの事

業を構築していきたいと思います。環境

が変われば、また新たな気づきがあると

思いますので、一年後、成長していると

ころをみせられるよう精一杯活動して

いく所存であります。一年間、宜しくお

願い致します。

近畿地区協議会
グローバル経済
推進委員会
副委員長

小林　博文

　本年、兵庫ブロック協議会に副会長と

して出向させていだだくことになりま

した。昨年ブロックに西村会長を輩出

し、多くのスタッフと共に兵庫県下25Ｌ

ＯＭを一つにまとめ、力強く牽引し、豊

岡らしい運営を行った豊岡ＪＣの誇り

を汚さぬ様、気概をもって挑みたいと思

います。セクレタリーの岡本重義君、池

垣睦生君と共に、ブロックを支え多くの

出会いの機会に感謝しＪＣを学んでき

たいと思います。一年間宜しくお願い致

します。

兵庫ブロック
副会長

吉尾　甲介

≪一般社団法人豊岡青年会議所 2014 年度委員会組織図≫

今年 1年間

何卒宜しく

お願い致します。
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 明けましておめでとうございます。

 豊岡青年会議所メンバー、ＯＢ会員様

のお役に立てます様、陰ながらお仕えさ

せて頂きたいと思います。本年も宜しく

お願い致します。

田民　由佳子

≪日本ＪＣ関係出向≫

  ＪＣプログラム実践委員会　　    水　口　達　雄

≪近畿地区関係出向≫

  監査担当役員　　　  　　        西　村　総一郎

  グローバル経済推進委員会        小　林　博　文

  監査担当役員セクレタリー        三　輪　直　亮

≪兵庫ブロック関係出向≫ 

  直前会長                        西　村　総一郎

  副 会 長                        吉　尾　甲　介

  直前会長セクレタリー            細　川　太　郎

  副会長セクレタリー              岡　本　重　義

 　　　　 〃                      池　垣　睦　生

＜会議＞ 

 財務規則審査会議                 髙　岡　正　博

＜委員会＞ 

 日本ＪＣ連携推進委員会           坂　本　　　裕

 　　　　〃                       尾　嶋　伸　介

 兵庫ビジョン創造委員会           井　藤　伸　二

 　　　　〃                       山　崎　憲　一

 兵庫アカデミー委員会             荒　木　　　健

 　　　　〃                       小　中　弘　幸

 　　　　〃                       三　谷　順　也

 　　　　〃                       田　中　　　望

 ＪＣ運動発信委員会               大　将　伸　介

 　　　　〃                       中　島　丈　裕

 ブロック大会運営委員会           田　中　利　明

 　　　　〃                       小　林　千　晶

一般社団法人豊岡青年会議所 2014 年度出向者一覧表

①勤務先・役職

②出身校

③趣味

④好きな言葉

①小中弘幸税理士事務所

　税理士

②静岡大学

③フットサル・飲み会

④一期一会

みたに　じゅんや

三谷　順也

こなか　 ひろゆき

小中　弘幸

①日本生命江原営業部

　営業部長

②金沢大学

③野球

④とりあえず前に進もう
たなか　　のぞむ

田中　　望

①(有)ｉ．スマイル

②阪南大学

③映画鑑賞

④一期一会

お知らせ
2014年度も、引き続き田民由佳子君が事務局員を
務めますので、宜しくお願い致します。

事務局業務時間を下記の通り変更いたします。
月・火・木・金曜日　9：30 ～ 16：00



⑥
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■ 事 業 案 内 ■
■編集後記■

12 月第 1例会 ＯＢ予定者を送る夕べ

年忘れ合同例会～断処皆連～

12月15日（日）18:00～21：00

12月13日（金）18:30～20：00 12月13日（金）20：30～21：45

会員交流委員会

総務委員会 総務委員会

於：金波楼　松籟

於：じばさんTAJIMA5Ｆ豊岡鞄協会ホール 於：辻惣

（2013年度総務委員会副委員長　大将　伸介）

（2013年度会員交流委員会委員長　細川　太郎）

（2013年度総務委員会　杤谷　達彦）

（広報委員会）

■新会員セミナー
   日　時　1月11日（土）15：30～17：30
   場　所　豊岡水道会館2階　大会議室
   ホスト　指導力開発委員会

■京都会議
   日　時　1月23日（木）～26（日）
   場　所　国立京都国際会館

■会員拡大ローラー作戦
   日　時　1月22日（水）12：30～18：00
   場　所　豊岡水道会館2階　大会議室
   　　　　豊岡市内各事業所
   ホスト　ＬＯＭ理念創出特別委員会　
■2月第1例会
   日　時　2月14日（金）18：30～21：30
   場　所　じばさんTAJIMA5Ｆ豊岡鞄協会ホール
   講　演　大交流～豊岡とともに創る企業価値～
   講　師　中貝 宗治氏
   ホスト　総務委員会

　2013 年度の交流の締め括りとして、ホテル金波楼にて特別会員、ご夫人、新

会員予定者、の皆様にご参加頂き、年忘れ合同例会～断処皆連～を盛大に開催す

ることができました。

　オープニングの津軽三味線にはじまり、終始和やかな雰囲気で進み、笑顔あふ

れる中で事業を行うことが出来ました。指導力開発タイムでは会場が盛り上がり、

最後に皆で肩を組んで若い我等を歌ったことで、より強い信頼関係で一体になる

ことが出来ました。

　最後に、ご参加頂いた皆様に心より感謝申し上げます。また、1年間、ご指導

ご鞭撻を賜り本当に有難うございました。本年度築いた新たな繋がりをメンバー

の皆様も大切にしてＪＣ活動に邁進して頂きたいです。

「挨拶」
　日々の生活で家族や近所の人などと交わす挨拶、この挨拶という
言葉がもとは仏教用語であることをご存知でしょうか。
　挨は「押す」こと、拶は「せまる」という意味から、挨拶は、前にあるも
のを押しのけて進み出ることを言います。
　禅宗では、「一挨一拶」といって、師匠が門下の僧に、または修行
僧同士があるいは軽く、あるいは強く、言葉や動作で、その悟りの深
浅を試すことがあり、これが挨拶です。
　そこから転じて、儀礼や親愛の言葉などといった日常語として使わ
れるようになりました。しかし、最近では日常の挨拶が少なくなったよう
に思います。日々の生活を円滑に過ごすためもまずは挨拶をしっかり
としなくてはと思います。

　送別会の余韻に浸

る中、辻惣に会場を移

し「ＯＢ予定者を送る

夕べ」が開催された。

送る側、送られる側そ

れぞれに感謝、感動を

伝え合い、更なる絆を

確信することができた。そして最後に現役メンバーが一人ひ

とりメッセージを書き込んだ寄せ書きをＯＢ予定者に贈り別

れを惜しみつつ幕を閉じた。

　2013 年度最後の

例会となる 12 月第

1例会がじばさん

TAJIMA5Ｆ豊岡鞄協

会ホールにて開催

されました。理事

長挨拶では 1年間

を振り返りながらの感謝の意が述べられ、労をねぎ

らわれました。送別会では、4名のＯＢ予定者が、各々

のＪＣでの思い出や当時の心情を語られ、現役メン

バーに対する激励の言葉が送られました。

だんしょみなつらなる
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